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『緑いつぱいになりました」

新年度に入りまして Iか月が経ちました。

この 1か月間、毎日子どもたちなりの頑張つている姿に接する中で、私自身が本当に元気を

もらつております。

それぞれのご家庭でお子さまのご様子はいかがだったでしようか。子どもたちも新しいクラ

スになり、“新たな環境での生活"と いう山を越えるのにはエネルギーがX要なんです。新入園

児がお家の方と離れる時や思い出した時の注き声、我々職員にとっては「しばらくの問だから

大丈夫・大丈夫」と思える事でも、子どもたちやお家の方にとっては、それはそれは大きな試

練だと思います。

また、この前まで 1階の「もも組」「ひよこ組」にいた子が、 2階の「ほし組」にいるんで

す。進級した子ども違も一人ひとり、新しい環境や先生に慣れようと気を張りながら一生懸命

に頑張つています。個人差はあるものの、慣れていく、「場所に、人に・・ふ そしてだんだん

笑顔が多くなる。成長しているなあと感じます。その成長をそばでサポー トして見守って、砂

場を作ったり。水糟を変えお魚も住みやすくしたりなど、子どもたちが少しでも楽しめるよう

に、
`安
,せにつながるように手を変え品を変え奮闘している先生方の姿に保育の深さ (実践と観

察)を再実感できた I力 月間でありました。

4月 に築いた土含をもとに、生活リズムや生活習慣の安定を目指し、子ども違が自分でやろ

うとする姿や頑張つている姿を認め、のびのびと過ごす時間と子ども達の「好き」を見つけら

れる活動を今後もサポー トしていきます。

_ce■腺谷

5月 は暖かく過ごしやすい季節です。この連休中に保護者の曽さまも日頃の疲れを取リリフ

レッシュできる時間になればよいですね。保育園でも緑がきれいな季節になりました。この時

期は若葉が飛び込んできて気持ちがよく、木々の緑は日に優しく、若葉から出る香りはストレ

ス解消に効き、日の薬 。,せの薬でもあります。

5月 5日 はこどもの日・ 5月 Ii日 は母の日、我が家に子どもを授かってよかった !親にな

ることができてよかった 1の 日!!

まずは、あるがままのお子さまの姿を受け入れて共に保育 (子育て)していきましょう。

このゴールデンウイーク体暇中に、子どもたちが元気にたくさん遊んで、ご家族で触れ合っ

て、楽しい思い出を作って、元気いっぱいでまた登園してくる姿を思い描いています。

最後に、保護者様に駐車場の件でご連絡があります。第 2駐車場として借りておりました

“】ヒ川自動車駐車場"(入園のしおりにてご確諷ください)が契約解除となり本日 (5/1)か
ら使用できなくなっております。送迎の時などにご利用いただいていた方には大変ご迷惑をお

かけしますが、ご承知おきください。

今不口7年 5月 I日

若竹保育園 園長 光山博康
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給食だより

栄養士 安部

主菜・副菜・バランスよく食べる

健康な体をつくるには栄養バランスが取れた食事が欠かせません。食事の栄養素はバランス良く摂取

することで効果的に働きます。栄養バランスが取れた食事とは、ご飯などの穀類の「主食」、肉や魚・卵・

大豆などのたんぱく質主体のメインのおかずになる「主菜」、野菜・きのこ・海藻などの「副菜」の3つ

がそろった食事のことを言います。さらに不足しがちな乳製品やビタミンが豊富な果物も加えるとより

身体に必要な栄養がほぼ揃います。

毎日、献立をたてるのは大変ですね。朝は魚で夜は肉と、1日 のうちにバランスを取ろうとするのでは

なく、1週間単位で曜日ごとに肉料理、魚料理、卵料理を振り分けてみましょう。農業の発展により季節

を問わず、野菜を購入することができますが、旬の食べ物は栄養価が高く、安価で購入できるメリットが

あります。旬の食べ物は旬の時期にできるだけ多く献立に取り入れましょう。また、休日はパンや麺類に

偏 りがちになると思います。ご飯はパンや麺類に比べ、「脂質が低い」「塩分がほとんど合まれていない」

ため3食のうち 1食はご飯を食べましょう。朝食がパン食であればヨーグルトや牛乳をプラスし、ご飯

の場合は納豆やインスタントの味噌汁をつけるだけでも見栄えが変わってきますね。

☆献立紹介☆

厚揚げ入り麻婆春雨

材料 4人分

・豚ひき肉   100g
・春雨       20g
・ニラ     1/3東
・厚揚げ    150g
。人参      1/3本
・玉ねぎ     1/2玉
・二温糖    小さじ2
・醤ヤ由        大さじ1

・難勢がラ     ′Jヽ さじ1
・ごま油      少々

〈切 り方〉

春雨・・・茄でて食べやすい長さ

ニラ・・・短めのぎく切り

厚揚げ・・油抜きしさいの目切り

人参・・・短冊切 り

玉ねぎ・・くし切

〈作 り方〉

1,鍋に大さじ1の油をしき、豚ひき肉を炒め、火が通ったら

人参・玉ねぎを入れ、しんなりするまで中火で炒める。

2厚揚げ・ニラ・春雨 。調味料を入れひと煮立ちしたら、仕上

げにごま油を回しかけて完成
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【 歯みがき 】
むし歯や歯周病のトラブルを防ぐ基本は「歯垢をしっかりと取り除くJこ とです。
「歯垢=プラーク」は、むし歯菌が作るネバネパの物質によって歯に付着しており、この付着力はかなり強く、
うがいでは取れません。

そして、歯垢が固まったものが「歯石」です。放置すると善索を出し、お口めトラブルを
起こしてしまいます。歯石は歯ブランで落とすことはできませんので～歯科医院で取つて
もらいましょう。

古賀デンタルフォレス ト


